
筑波大学・医学医療系・客員研究員

科学研究費助成事業　　研究成果報告書

様　式　Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９ （共通）

機関番号：

研究種目：

課題番号：

研究課題名（和文）

研究代表者

研究課題名（英文）

交付決定額（研究期間全体）：（直接経費）

１２１０２

基盤研究(C)（一般）

2022～2019

抗酸化食品成分スルフォラファンによる潰瘍性大腸炎病態改善を目指した橋渡し研究

Translational studies on the effect dietary sulforaphane on the effect of 
colonicl mucosal inflammation

８０２７２２０１研究者番号：

谷中　昭典（Yanaka, Akinori）

研究期間：

１９Ｋ１１７６３

年 月 日現在  ５   ６ ２０

円     3,400,000

研究成果の概要（和文）：1. 基礎実験:Sulforaphane glucosinolate (SGS)投与によりDextran Sodium Sulfate
 (DSS)により惹起されるマウス大腸炎が軽減され、その機序として、大腸粘膜に対するSGSの酸化ストレス応答
能強化作用が関与することが示唆された。
2. 臨床試験:潰瘍性大腸炎患者に対して、二重盲検法によるSGS含有食品であるブロッコリースプラウトの介入
試験を開始しSGS含有食品の摂取により潰瘍性大腸炎患者の便中カルプロテクチン含有量が減少し、腸内フロー
ラが改善された。
以上の結果より、SGS含有食品の定期的摂取により潰瘍性大腸炎の病態が改善する可能性が示唆された。

研究成果の概要（英文）：In this study, we conducted basic experiments and clinical trials, in order 
to examine if sulforaphane-rich broccoli sprouts mitigate colonic mucosal inflammations in patients 
with ulcerative colitis. 
Methods:1. Basic Study: C57/BL6 mice pretreated with DSS in drinking water developed colonic mucosal
 inflammation, which histology resembles with human ulcerative colitis. Using this experimental 
model, we examined the effects of oral treatment with SGS on colonic mucosal inflammation. SGS 
treatment dose-dependently mitigated colonic inflammation. 2. Clinical trial: 27 patients suffering 
from mild ulcerative colitis, were randomly assigned to the two following groups. One group is 
treated for 8 weeks with SGS-rich broccoli sprouts (BS). The other group was treated for 8 weeks 
with SGS-free alfalfa sprouts (AS). Changes in the amounts of fecal calprotectin, and the colonic 
flora, were compared between the two groups.   

研究分野： 消化器内科学

キーワード： スルフォラファン　潰瘍性大腸炎　ブロッコリースプラウト　カルプロテクチン　腸内細菌叢
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研究成果の学術的意義や社会的意義
本研究成果の学術的意義：機能性野菜であるブロッコリースプラウトに含まれる天然化合物であるスルフォラフ
ァンが抗酸化作用を発揮して、マウス、ヒト潰瘍性大腸炎患者の大腸粘膜における慢性炎症を軽減させる効果を
有することを初めて明らかにした点であり、本研究の社会的意義は、本研究において用いたスルフォラファン含
有食品であるブロッコリースプラウトなどの機能性食品の定期的摂取が、現在、潰瘍性大腸炎患者において問題
になっている各種薬剤の長期的副作用を回避する手段の一つとなりうることを臨床介入試験によって、科学的に
証明した点にある。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。
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１．研究開始当初の背景 

潰瘍性大腸炎の病態はいまだに不明であり、これまでに開発された各種薬剤は、潰瘍性大腸炎

の病態改善効果を有する反面、長期的使用によって、重篤な副作用を惹起する危険性を有して

おり、臨床的、社会的に深刻な問題となっている。これまでの研究から潰瘍性大腸炎の発症に

は、酸化ストレスの関与が明らかにされており、抗酸化作用を有する様々な食品の摂取によ

り、潰瘍性大腸炎の病態が改善する可能性が想定される。 

 

２．研究の目的 

本研究では、強力な抗酸化性を有する天然化合物であるスルフォラファン(Sulforaphane:SFN) 

を豊富に含む機能性野菜の摂取によって潰瘍性大腸炎の病態が改善されるか否かを、動物実験

モデルで検討すること、さらにその抗炎症効果を潰瘍性大腸炎患者で検証する臨床介入試験を

実施して、スルフォラファン含有食品がヒトの潰瘍性大腸炎に対して軽減効果を有するか否か

を検討することである。 

 

３．研究の方法 

① 基礎実験:SFNの前駆体であるSulforaphane glucosinolate (SGS)をDextran 

Sodium Sulfate (DSS)により惹起されるマウス大腸炎モデルを用いて、SGS投与がDSS大腸炎を

軽減させるか検討し、さらにその機序として、大腸粘膜に対するSFNの酸化ストレス応答能強

化作用が関与するか否か、及び腸内細菌の変化が関与するか否かについても検討した。 

② 臨床試験:潰瘍性大腸炎患者に対して、二重盲検法によるSGS 含有食品であるブロッコリー

スプラウト(Broccoli Sprout: BS)の介入試験を実施し、SGS 含有食品の摂取前後における便中カ

ルプロテクチン含有量、及び腸内フローラの変化について検討した。 



 

４．研究の結果 

① 基礎実験: SGS投与はマウスDSS大腸炎を軽減させた。その機序として、大腸粘膜に対 

するSFNの酸化ストレス応答能強化作用、及び腸内細菌バランスの改善作用が関与することが

確認された。 

② 臨床試験:ブロッコリースプラウト(Broccoli Sprout: BS)の定期的摂食により、潰瘍性大腸炎

患者の便中カルプロテクチン量が減少したが、腸内細菌には有意の変化が認められなかった。 

以上の結果より、SGS 含有食品の定期的摂取は大腸粘膜の抗酸化能を増強することにより、潰

瘍性大腸炎の病態を改善する可能性が示唆された。SFNによる潰瘍性大腸炎軽減効果に腸内細

菌が関与するか否かについて、本研究では基礎実験と臨床試験で異なる結果が得られたことか

ら、今後のさらなる検討が必要と考えられた。 
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